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【背景・目的】
・日本では、救急隊が患者受入先を確保するために医療機関へ順次照会を行う必要がある。
・医療機関への照会が複数回の場合、救急搬送の遅延や救急隊の負担増につながる。
・本研究は救急搬送データを用い、医療機関への照会回数が4回以上となる症例の関連要因を
患者要因・システム要因の両面から検討することを目的とした。
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医療機関への受入れ照会回数４回以上の症例と関連する要因：
７年間の救急搬送データを用いた観察研究

照会回数の分布：中央値:1、四分位範囲:0、最小値：0、最大値：27

【方法】
対象者：東広島市消防局（東広島市・竹原市・大崎上島を管轄）で2016年1月〜2022年12月に
救急搬送された者 49,412名

【結果】照会回数4回以上：516名 (1.0%)

上野 恵子1,2

目的変数：医療機関への受入照会回数4回以上か否か
（二値）
説明変数：年齢、性別、重症度、事故種別、通報時間帯、
搬送先病院種別、COVID-19流行状況
調整変数：消防分署
統計解析：クラスタロバスト標準誤差を用いた二項
ロジスティクス回帰分析（モデル1：単変量分析、
モデル2 :多変量分析）
倫理的配慮：京都大学大学院医学研究科・医学部及び
医学部附属病院医の倫理委員会の承認を得て実施（R3745）

・精神科救急（自傷行為）が複数回の受入れ照会と強く関連→受入れ体制の強化が必要。
・夜間・週末と複数回の受入れ照会が関連→医療資源の制約があることが考えられる。
・COVID-19流行期は感染対策・病床制約により受入れ照会が増加。
・管轄外医療機関への搬送と複数回の受入れ照会が関連→管轄内医療機関で対応できない症例の
可能性あり。メカニズムを解明するさらなる研究が必要。

・受入れ照会の増加は消防機関・医療機関連携の課題を可視化する指標であり、リアルタイムの
情報共有とネットワーク整備により改善が期待されうる。

【考察】

【結論】
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本研究の結果は、今後の救急医療体制の改善を検討する上で有益な知見を提供するものである。
医療機関への複数回の受入れ照会を改善するためは、消防機関と医療機関の連携体制や精神科
救急体制のさらなる強化などが求められている。
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図1. 多変量ロジスティック回帰分析（Model 2）による受入れ照会4回以上の関連因子
●：推定オッズ比（対数スケール）、―：95％信頼区間、縦軸破線：参照（OR = 1）
参照カテゴリー：成人、男性、軽症、急病、平日日勤、現場滞在時間30分未満、コロナ禍前(2016年1月–2020年3月) 、

管轄内一般病院
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